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時期 情報源・協力者 対象者の行動 申請内容と
結果

申請先

配慮申請に関する問合せ 公立A大a学部

2008年
（高2）6月

ペイントソフトによる書字なら認
められるかもと考え，書字の練
習を始める

事例1：体幹機能障害（筋ジストロフィー）；肢体不自由．電動車いすを使用．

養護教諭

数回に渡り交渉（メール，電話）
オンスクリーンキーボードの使用を希望．

「PC持ち込み（オンスクリーン
キーボードの使用）は難しい」と
回答を得る（理由は明記されず）

配慮申請に関する問合せ センター養護教諭

電話；
・口述筆記による受験を希望．問題用紙は書見台に設
置する．ページめくりの介助が必要．そのタイミングは本
人が口頭で指示する．
・数学，生物に関しては計算過程のメモが必要であるた
め，PC利用を希望

・代筆解答は問題
ない
・PC利用は認めら
れない可能性が高
い（理由：コミュニ
ケーションに問題
がないように認め
られるため）

配慮申請に関する問合せ センター養護教諭

電話；数学，生物に関しては計算過程のメモが必要であ
るため，PC利用を希望．

・PC利用は認めら
れない可能性が高
い（理由：口頭での
コミュニケーション
に問題がないよう
に認められるため）

2009年
（高3）4月

・PC利用を
認める方向で検討
していきたい

口頭での回答の方法はほぼ不可能と考える．
再検討を依頼

センター養護教諭

・希望に沿えるよう
にしたい．しかし，
会場が決定してか
らの検討となる

冬場での受験会場への移動等を考慮し，公立A大キャン
パスでの受験を希望する

センター養護教諭
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時期 情報源・協力者 対象者の行動 申請内容と
結果

申請先

不合格

2009年
（高3）夏 公立A大a学部「ペイントソフトの利用を認め

る」と連絡（非公式）

センター特別措置申請作成東大先端研

相談

9月 主治医 診断書

・代筆解答，及び時間延長
の理由を科学的に明示

特別措置申請

センター

10月

12月
センター措置決定通知

・代筆解答（時間延長1.3倍）（別室）（連
続方式）→○
・試験室までの付添者の同伴→○
・試験室における介助者の配置→○
・身障者用トイレに近い試験室→○
・1階又はEVが利用可能な試験室→○
・特製机の持参使用→○
・車椅子の持参使用→○
・試験場への乗用車での入構→○
・別室の設定→○

・PCでのペイントソフト，トラックボール
付きマウス，車椅子リクライニングスイッ
チの使用→○
・書見台の持参使用→○
・問題用紙のページめくり介助→○
・ひざ掛け，暖房器具等の持参使用→
○
・休憩時間の付添者の入室，介助→○
・昼食休憩時間の延長→×

特別配慮申請 公立B大11月
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センター試験　受験
2010 
1月

時期 情報源・協力者 対象者の行動 申請内容と
結果

申請先

特別配慮申請 公立A大a学部

措置申請決定書 公立B大

・試験室までの付添者の同伴→○
・1階又はEVが利用可能な試験室→○
・特製机の持参使用→○
・電動車椅子の持参使用→○
・試験場への乗用車での入構→○
・駐車スペースの確保→○
・付添者の控え室での待機→○
・人工呼吸器の使用，電源の確保→○
・面接時の拡声機器の使用→○
・ひざ掛け，暖房器具等の持参使用→
○
・身障者用トイレの使用→○

2月 措置申請決定書 公立A大a学部

・試験場への乗用車での入構→○
・電動車椅子の持参使用→○
・別室受験→○
・1階又はEV，身障者トイレが利用可能
な試験室→○
・試験室までの付添者の同伴→○
・付添者の控え室での待機→○
・PC及びペイントソフトを使用した答案
　記入→○
・試験時間の延長（全科目1.5倍）→○
・PC，PCモニタ，トラックボール付きマ
ウス，特製机，リクライニングスイッチ，
クッション類，書見台（2台），プリンタ，
防寒用具，人工呼吸器，延長コードの
持参使用→○
・試験室内における介助者の配置及び
介助→○
・人工呼吸器の使用，電源の確保→○
・面接時の拡声機器の使用→○
・ひざ掛け，暖房器具等の持参使用→
○
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公立A大（前期）　受験 不合格

公立B大（後期）　受験 合格

4月

時期 情報源・協力者 対象者の行動 申請内容と
結果

申請先

2月

公立B大　入学


